
・名張市では、行政区ごとに住民自治を行う「地
域づくり組織」をつくり、「まちじゅう元気！！リー
ダー」という地域人材を育成するとともに、通い
の場、サロンなども整備しており、その中で「い
きいき１００歳体操」のような介護予防体操を展
開したいと構想していた。

概
要
･体
制

・市在宅医療支援センターから地域活動を展開したい旨、打診があり、「在宅支援実務者
会議」でかかりつけ医が推奨する介護予防体操を要請されたことから、実務者会議メン
バーの作業療法士・理学療法士等の医療介護職、健康・子育て支援室、地域包括支援
センター等の多職種チームで「よくバリ青春体操」を開発。健康・子育て支援室では、地
域人材である「まちじゅう元気！！リーダー」のフォローアップ研修に盛り込み、サロン等
の介護予防活動のツールとして活用している。ショッピングモールでの実施もはじまった。

効
果
･成
果

・２地区で週２回モデル実施した結果、ファンクショナルリーチ、立ち上がり、開眼片足立ち、
５ｍ歩行の測定値改善者割合がそれぞれ75.0％、89.3％、92.9％、88.9％と効果的だった。
・３か月後のアンケート調査でも、「腰痛・膝痛が楽になった」（48.5％）、「人と会うことが増
えた」（71.4％）、「行動・外出する機会が増えた」（67.9％）といった回答が得られた。

・保健医療介護の関係機関の連携強化が図れ、作業療法士・理学療法士が地域で活動
するきっかけをつくることができた。また、ショッピングモールでの展開も実現できた。

よくバリ青春体操の普及
名張市健康・子育て支援室

ポ
イ
ン
ト

●在宅医療支援センターの「地域活動をした
い」との声を迅速に反応、●同センター事務
局に市保健師ＯＢを配していたことも奏功、
●県モデル事業を活用して開発し、モデル地
区で実証し、エビデンスを確保、●地域基盤
で実践できるようリーダー研修に盛り込んだ、

名張市では、在宅医療支援センターと市健康・子育て支援室、地域包括支援センターらがモデル地区で効果検証もした上で「よくバリ青春体操」を開発。
在宅医療支援センター運営を受託する医師会との関係性を活かして具現化した体操をサロン等での介護予防ツールとして活用している。さらに、育成し
てきた地域人材のツールとするために研修に盛り込んだり、民間企業と連携したりすることで、かかりつけ医が社会処方できる環境をつくろうとしている。

背
景
･課
題

保健センターの連携機能・役割

・市健康・子育て支援室は、在宅医療支援センター
運営を受託する郡市医師会と日頃の保健事業等を
通じた関係性がある上、その事務局に市保健師Ｏ
Ｂを配していたことなども奏功し、意向を早く把握。

・医師会との心理的、物理的な距離の近さという機
能を活かし、地域活動を行いたいとの意向を、これ
までの地域整備を基盤に上手く実現させた。

・かかりつけ医が地域のサロン等を紹介して勧める
体操として「よくバリ青春体操」は開発されたが、サ
ロン数が少なく、社会処方が十分進んでいない。現
在、市内１７４自治会のうち、週２回以上実施できて
いるのは、２か所程度と伸び悩んでいることから、
行政区ごとの専門職等による「まちじゅう元気！！
チーム」のバックアップを得て拡大促進する。また、
「在宅支援実務者会議」で方策を検討するとともに、
イオン名張店を参考に企業との連携も促進する。
・こうしたてこ入れこそ、重要な役割である。



・名張市では、概ね小学校区ごとに
住民自治を行う「地域づくり組織」に
地域分権する中で、地域人材の育
成と、通いの場やサロンの実施の支
援などを行ってきた。

・それらの資源を有効に活用するた
めにも、高知市の「いきいき１００歳
体操」のような、住民主体の介護予
防体操の普及活動を展開したいと
構想していた。

・そうした中、市在宅医療支
援センターから地域活動を
行いたい旨の相談を受ける。

・同センターは、保健セン
ターの２階に事務所を構え、
その事務局に、市保健師
OBで元地域包括支援セン

ター長がいたため、市健
康・子育て支援室と即連携。

ツール
をつくる

・「よくバリ青春
体操」を地域で
普及させるた
め、指導者が
いなくても、家
庭でもどこでも、
誰でも実践で
きるように、ＤＶ
Ｄも作成した。

評価・フィードバックする

・専門職推薦の体操として周知す
るため、モデル地区で実証。立ち
上がり、開眼片足立ちの測定値
改善者割合89.3％、92.9％などの
効果を確認。3か月後アンケート

でも、「行動・外出する機会が増え
た」（67.9％）などの回答を得た。

・こうした検証を通じ、介護予防や
社会参加のツールになると確信。

人材育成の意識

仲間をつくる

位置についてヨーイ

・ 「よくバリ青春体操」の創作プロセスを通し、保健医療介護関係者の連携の強化、介護予防の考え方の意識統一を図った。
・これまでのサロン整備等の基盤を活かした介護予防、社会参加の活動を促進する地域人材の育成の具体的なツールに位置づけた。

育てる、促す

・市では、「まちじゅう元気！！プロジェクト」でサロンの支援とともに、地域人材
の育成を行ってきたことから、市健康・子育て支援室では、それらの場を活用し
た「よくバリ青春体操」の地域での普及を担保するため、地域人材である「まち
じゅう元気！！リーダー」のフォローアップ研修に盛り込んだ。

・平成２９年度からは、「地域づくり組織」等が実施するサロン、通いの場で週１
回以上、実践してもらうよう、「リーダー」に働きかけることにした。

・そのような支援を行っている最中、イオン名張店の店長から「店内で毎日、こ
の体操を行いたい」との要請が「地域づくり組織」に入り、健康・子育て支援室
が調整し、子どもたちも来る夏休みに実現。その後、有志で継続されている。
・その後店内での健康講座等の依頼が健康・子育て支援室に入るようになった。

・市保健師ＯＢである在宅医療支援センターの事務局職員は市の介
護予防施策などの動向を把握しており、センター運営を受託する医
師会と市の橋渡し的な役割を果たしている。
・在宅医療支援センターの在宅医療実務者会議に上げ、「かかりつ
け医がサロンを紹介し、勧められる体操を開発しよう」と合意した。

・在宅医療実務者会議メンバーの作業療法士・理学療法士等を中心
に市健康・子育て支援室、地域包括支援センターなどと多職種チー
ムを立ち上げ、県モデル事業「かかりつけ医による地域医療支援プ
ログラムに関する研究」を活用し、「よくバリ青春体操」を創作した。

風をつかむ

よくバリ青春体操の普及
名張市健康・子育て支援室（連携体制構築に向けたプロセス）
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